
松
戸
市
長
本
郷
谷
健
次
氏

誘
致
、
市
発
展
の
エ
ン
ジ
ン
に

　
松
戸
市
で
は
昭
和

年
か
ら

年
に
か
け

て
、
北
松
戸
、
稔
台
、
松
飛
台
の
３
カ
所
で
内

陸
工
業
団
地
を
造
成
し
、
多
く
の
企
業
を
誘
致

す
る
こ
と
で
、
「
本
市
発
展
の
原
動
力

エ
ン

ジ
ン

」
と
し
て
市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
は
日
本
経
済
全
体
の

停
滞
も
あ
り
、
市
内
の
事
業
所
数
や
就
業
者

数
、
昼
間
人
口
が
減
少
す
る
な
ど
、
市
内
経
済

も
停
滞
の
道
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を

た
ど

打
開
す
る
た
め
、
本
市
に
立
地
す
る
企
業
へ
の

補
助
制
度
を
今
年
度
創
設
し
た
ほ
か
、
企
業
誘

致
の
た
め
の
専
門
的
な
人
材
を
登
用
し
て
い
く

な
ど
、
将
来
に
向
け
て
企
業
を
積
極
的
に
誘
致

し
ま
す
。
税
収
ア
ッ
プ
と
雇
用
の
確
保
を
図
る

こ
と
で
、
再
び
市
内
の
経
済
に
元
気
を
取
り
戻

す
べ
く
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

野
田
市
長
根
本
　
崇
氏

広
報
強
化
で
ブ
ラ
ン
ド
育
成

　
野
田
市
で
は
、
買
い
物
弱
者
対
策
と
し
て
中

心
市
街
地
に
買
い
物
便
利
拠
点
「
の
だ
元
気
市

場
」
を
昨
年
７
月
に
開
設
す
る
と
と
も
に
、
今

年
１
月
か
ら
移
動
販
売
事
業
「
ま
ご
こ
ろ
便
」

を
市
内
３
コ
ー
ス
に
計

カ
所
の
停
留
所
を
設

け
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
物
多
様
性
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
昨

年

月
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
２
羽
の
飼
育
を
開
始

し
、
今
年
６
月
に
誕
生
し
た
ひ
な
２
羽
が
順
調

に
育
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
飼
育
放
鳥
や
玄
米
黒
酢
農
法
に
よ
る
自
然
の

保
護
や
再
生
を
始
め
、
東
京
直
結
鉄
道
の
整
備

促
進
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
外
部
に

十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
情
報
発
信

力
を
有
す
る
者
を
「
広
報
戦
略
官
」
と
し
て
採

用
し
ま
す
。
戦
略
的
な
広
報
活
動
を
実
施
し
、

野
田
市
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
の
消
費
拡
大
な
ど
の

産
業
振
興
や
観
光
、
商
工
業
の
地
域
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　　個性あざやかに

流山市本町の行灯回廊 市は古民家の店舗利用などの観光活性化に取り組む

我
孫
子
市
に
か
つ
て
住
居
を
構
え
た
志
賀
直
哉
邸
の
書
斎
復
元

東葛ベイエリアビジネスプラン発表会は昨年初開
催 東葛地区からも多くの企業が出展した

観
光
施
策

産
業
施
策

　
上
野
・
日
暮
里
か
ら
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
に
揺
ら
れ
る
こ
と
数
十
分
。
東
葛
地
区
に
は
、

都
心
に
は
な
い
自
然
の
み
ず
み
ず
し
さ
と
、
ひ
と
味
違
っ
た
歴
史
の
香
り
が
漂
う
。

古
い
街
並
み
や
球
団
の
２
軍
チ
ー
ム
な
ど
、
各
市
は
保
有
す
る
観
光
資
源
を
武
器

に
、
交
流
人
口
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。
魅
力
を
発
信
し
て
来
場
者
を
増
や
し
活

性
化
へ
―
。
各
市
の
取
り
組
み
を
追
っ
た
。豊かな自然と歴史の香り資源生かし地域活性化へ

産官で販路開拓展示会出展に力

流
山
市
長
井
崎
　
義
治
氏

風
情
残
る
江
戸
回
廊
資
源
に

　
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
で
都
心
か
ら

分
程
に
あ
る
流
山
市
は
子
育
て
世
代
の
人
口
流

入
が
続
き
、
沿
線
は
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
て
い

ま
す
。
一
方
、
江
戸
時
代
に
水
運
の
街
と
し
て

栄
え
た
流
山
本
町
地
区
で
は
、
長
い
間
、
時
が

止
ま
っ
た
か
の
よ
う
で
し
た
。

　
市
で
は
往
時
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
、
地
域

に
ぎ

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
今
な
お
残
る
見
世

蔵
や
古
民
家
を
再
生
し
ま
し
た
。
３
年
前
に
オ

ー
プ
ン
し
た
万
華
鏡
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
皮
切
り

に
、
こ
れ
ま
で
に
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
や

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
個
性
的
な
５
店
舗
の
出
店
を

実
現
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
に
ま
つ
わ
る

名
所
旧
跡
と
と
も
に
、
市
外
か
ら
も
来
訪
し
て

い
た
だ
け
る
街
へ
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
市
民
に
よ
る
切
り
絵
行
灯
も
必
見
で
す
。

　
風
情
の
残
る
流
山
本
町
・
江
戸
回
廊
へ
是
非

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ７月３１日 水曜日 【広告特集】 （ ）

　
か
つ
て
志
賀
直
哉
や
武
者

小
路
実
篤
、
滝
井
孝
作
ら
が

住
居
を
構
え
、
「
北
の
鎌

倉
」
と
称
さ
れ
る
我
孫
子

市
。
水
鳥
が
多
く
訪
れ
る
手

賀
沼
周
辺
に
は
、
文
人
の
邸

宅
跡
や
足
跡
を
記
す
石
碑
、

文
学
館
が
数
多
く
点
在
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
は
周
囲
の
森

と
一
体
化
し
て
、
都
心
か
ら

圏
内
と
身
近
で
あ
り

つ
つ
、
さ
な
が
ら
都
会
と
は

別
世
界
の
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
て
い
る
。

　
我
孫
子
市
は
資
源
を
積
極

的
に
生
か
そ
う
と
「
市
観
光

振
興
計
画
」
を
開
始
し
た
。

計
画
は
２
０
１
８
年
度
ま
で

進
め
る
。
直
近
の
デ
ー
タ
で

あ
る

年
度
の
観
光
入
込
客

数
で
、
同
市
は

万
２
０
０

０
人
。
隣
接
す
る
柏
市
の
３

６
６
万
人
に
比
べ
圧
倒
的
に

少
な
く
、
現
状
打
開
を
見
込

む
。

　
来
訪
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
手
賀
沼
周
辺
の
鳥
の

豊
富
さ
や
、
文
化
的
資
源
に

対
す
る
評
価
は
高
い
。
計
画

で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
活
性
化

や
交
通
手
段
の
改
善
な
ど
に

着
手
。

年
度
に
、
観
光
施

設
で
は
交
流
人
口
数

万

人
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
同

万

人
を
目
指
す
。
商
業
観
光
課

の
滝
川
太
一
氏
は
「
我
孫
子

ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
」

と
し
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
か
ら
水
運
を
生

か
し
た
商
都
と
し
て
発
展
し

た
流
山
市
も
、
市
内
に
並
ぶ

土
蔵
造
り
の
古
民
家
と
い
う

資
源
を
生
か
し
た
観
光
活
性

化
事
業
を
進
め
る
。

年
度

か
ら
、
歴
史
的
建
造
物
を
再

利
用
し
た
店
舗
へ
の
改
修
費

や
家
賃
の
補
助
制
度
を
開

始
。
こ
れ
ま
で
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
５
店
舗
が
進
出
し
た
。

５
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
あ

か
り
館
・
彩
」
は
美
濃
和
紙

を
使
っ
た
照
明
を
販
売
、
早

く
も
買
い
物
客
で
あ
ふ
れ
て

い
る
。

　
ま
た
地
元
商
店
な
ど
が
協

力
し
、
地
元
の
切
り
絵
職
人

の
作
品
を
利
用
し
た
行
灯
を

あ
ん
ど
ん

開
発
。
夜
の
本
町
を
点
々
と

彩
る
明
か
り
は
「
行
灯
回

廊
と
し
て
注
目
を
集
め
る
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
や
鉄

道
会
社
の
町
歩
き
イ
ベ
ン
ト

の
積
極
的
な
誘
致
の
結
果
、

流
山
本
町
の
交
流
人
口
は

年
度
に
７
万
５
７
８
０
人
と

２
年
間
で
約
３
倍
に
増
え

た
。
市
の
取
り
組
み
は
地
域

活
性
化
の
好
例
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
。

　
東
葛
６
市
の
中
で
最
南
端

の
鎌
ケ
谷
市
も
「
観
光
ビ
ジ

ョ
ン
」
の
施
行
を
今
年
始
め

た
。
同
市
の
観
光
入
込
客
数

は
約

万
人
と
少
な
い
。
だ

が
、
鎌
ケ
谷
大
仏
や
ナ
シ
・

ブ
ド
ウ
の
観
光
農
園
、
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
２
軍

本
拠
地
・
鎌
ケ
谷
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
タ
ウ
ン
な
ど
の
観
光
資

源
は
多
い
。

　
各
資
源
を
「
三
大
コ
ン
テ

ン
ツ
」
に
定
め
た
「
フ
ル
ー

ツ
シ
テ
ィ
鎌
ケ
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
開
始
し
た
。
こ
れ

ま
で
「
来
場
者
は
増
え
て

も
、
市
内
を
回
ら
ず
に
す
ぐ

帰
ら
れ
て
し
ま
う
」

商
工

振
興
係
の
葛
山
順
一
係
長

の
が
悩
み
の
種
で
あ
り
、
回

遊
性
を
高
め
る
の
が
狙
い
。

地
元
の
交
通
機
関
や
飲
食
店

な
ど
と
も
連
携
し
て
、
高
め

て
い
く
と
い
う
。
資
源
の
さ

ら
な
る
掘
り
起
こ
し
も
含

め
、
力
を
入
れ
る
。

　
北
部
の
柏
の
葉
地
区
に
、

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
と
東
大

柏
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
の
二

つ
の
産
業
支
援
機
関
を
持

ち
、
東
葛
地
区
の
中
で
、
企

業
の
活
動
が
元
気
な
柏
市
。

新
産
業
創
出
促
進
事
業
を
昨

年
度
で
廃
止
し
、
柏
商
工
会

議
所
へ
移
管
し
た
。
商
工
団

体
に
集
約
す
る
こ
と
で
「
よ

り
企
業
に
身
近
な
支
援
を
講

じ
る
の
が
狙
い
」

市
商
工

振
興
課

。

　
第
１
弾
と
し
て
、
９
月
に

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
く

展
示
会
「
エ
ヌ
プ
ラ
ス
」
に

同
会
議
所
ブ
ー
ス
で
、
市
内

企
業
と
出
展
す
る
。
昨
年
の

中
小
企
業
総
合
展
で
も
共
同

出
展
し
て
お
り
、
販
路
開
拓

支
援
を
強
化
す
る
考
え
だ
。

　
野
田
市
な
ど
東
葛
地
区
の

他
市
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

エ
リ
ア
内
の
企
業
は

月

日
に
市
川
市
の
県
立
現
代
産

業
科
学
館
で
開
く
「
東
葛
ベ

イ
エ
リ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

発
表
会
」
へ
出
展
。
実
機
や

パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
Ｐ
Ｒ
に

励
む
。
各
自
治
体
も
後
援
と

し
て
参
加
。
産
官
が
手
を
取

り
合
っ
て
、
経
済
発
展
に
突

き
進
ん
で
い
る
。


